








































































































































































































































　②　BLACKWELL HOUSE　設計：M. H. Baillie Scott　1890
































　THE HOMESTEAD はロンドンから100km 西の海沿いのまちプリントン・オン・シーに建
つ。建築主はゴルフ好きの独身男性であるが、家自体はかなり大きい。写真 4（23）は、庭から
のファサードである。屋根は前の 2 つの事例と共通で急勾配である。ただし前の 2 事例では妻
壁が立ち上がりケラバ（屋根の妻側の側面）が見えなかったが、この住宅では妻壁が屋根の下面で
止まりケラバがくっきりと見える。イギリスの民家のデザインはドイツなどゲルマン系の文化


























































































































































すデザインは、THE HOMESTEAD のように屋根下図 3 　K町の家西面ファサード検討案
図 2 　K町の家西面ファサード実施案






























図 4 　S 町の家　 1 /200
図 5 　S 町の家東面
　　ファサード実施案
図 6 　S 町の家東面
　　ファサード 1 次案



































































































































　　　Jack I. Nasar、「Evaluative image of the city」SAGE publication、1998
（ 2 ）　Ulrich Conrads、「世界建築宣言文集」140〜145頁、彰国社、1970
（ 3 ）　「大衆化したモダニズム建築」とはワルター・グロピウスが提唱した国際建築の三原則（陸屋根、
平滑な壁、横長の窓）で設計されている我々の身の回りにも普通に存在するビルや住宅を指す。































（23）　WENDY HITCHMOUGH、「C F A VOYSEY」166頁、PHAIDON、1995
（24）　モダニズムの代表的な建築家 Mies van der Rohe は「ディテールに神が宿る」と述べてディテール
の大切さを主張した。
（25）　ステンレススチールのこと。ここでは18-8ステンレスを用いている。
（26）　ドイツで一般的な気密性の高い内開き窓
